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　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入者が病院にかかったときの医療費を負
担するほか、いろいろな給付サービスがあります。
　これらのサービスを受けるためには、世帯主や病院にかかった人からの申請が必要です。
　該当する場合には、早めに手続きを行ってください。

申請に必要なもの

■国民健康保険制度の場合　保険証・印鑑・世帯主名
義の通帳・個人番号が分かるもの・その他の指定す
る書類
■後期高齢者医療制度の場合　保険証・印鑑・本人名
義の通帳・個人番号が分かるもの・その他の指定す
る書類

※医療機関等への支払い、出生、死亡の翌日から２年を過ぎ
ると、申請及び請求ができませんのでご注意ください。
（インフルエンザ予防接種助成金の申請は接種した翌年４
月末までの受付です）

交通事故などにあったときは

　交通事故で相手がいる場合など、第三者の行為によ
ってケガや病気をした場合には、患者が負担する額
（窓口負担額）以外の費用は、事故の相手方など、加
害者が負担することとなっています。
■届出に必要なもの
　第三者行為による傷病届・事故証明書・印鑑・個人
番号が分かるもの・その他の指定する書類

※届出に必要な書類は健康保険課に備え付けています。

高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等によ
って、限度額や計算方法等が異なります。

はり、きゅう、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、きゅう等の治療を受け
た場合には、施術料の一部（１日１回900円、月５回
が限度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し
引いた額を施術所で負担することになります。
※指定施術所は健康保険課までお問い合わせください。

入院時食事負担額の差額支給
市民税非課税世帯の人が、入院時に１食あたり360円
（定額）の食事代を負担した場合は、申請によって基
準額との差額の払戻しを受けることができます。

コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払
った後で自己負担額を超えた金額の払戻しを受けるこ
とができます。

出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合は、出産一時金が支給されます。

葬祭費
国民健康保険加入者や後期高齢者が亡くなったとき
は、喪主に葬祭費が支給されます。

インフルエンザ予防接種
国民健康保険被保険者（65歳未満）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（１人１年に１回まで）を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年４月末までとなります。

一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害によって死亡又は資産に重
大な損害を受けたときや、事業又は業務の休廃止、失業
等によって収入が著しく減少したときは、本人からの申
請で医療機関の窓口で支払う一部負担金の減免を受ける
ことができます。（収入額には基準があります）

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の各種サービス

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
　配偶者やパートナーなど、親しい関係にある人から振るわれる暴力を意味し
ます。その被害は身体だけでなく、心にも大きな影響を及ぼします。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）　
配偶者暴力相談支援センター
婦人相談所
　（平日）午前９時～午後９時
　（土・日曜日、祝日）
　　午後１時～５時、午後６時～９時
　　☎０９７‐５４４‐３９００
アイネス（女性総合相談）
　女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
　（平日）午前９時～午後４時30分　※祝日を除く。
　　☎０９７‐５３４‐８８７４

ＤＶ、ストーカーなど　
警察安全相談
大分県警察本部広報課
　（平日）午前９時～午後５時45分
　　☎０９７‐５３４‐９１１０
　　☎０９７‐５３７‐４１０７
日田警察署生活安全課
　（平日）午前９時～午後５時45分
　　☎㉓２１３１

職場でのセクハラ・性別による差別的扱い　
大分労働局雇用均等室
　（平日）午前８時30分～午後５時15分
　　☎０９７‐５３２‐４０２５

女性の人権問題全般　
女性の人権ホットライン
大分地方法務局
　（平日）午前８時30分～午後５時15分
　　☎０５７０‐０７０‐８１０
【強化期間】11月13日㈪～19日㈰
（11月13日～17日）午前８時30分～午後７時
（11月18日・19日）午前10時～午後５時

男性の人権問題全般　
アイネス（男性相談員が応じます）
　（平日）午前９時～午後４時30分
　　※祝日、年末年始を除く。
　　☎０９７‐５３４‐８６１４

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

身体を傷つける
　殴る、蹴る、物を投げつける、髪を引っ張
る、引きずり回すなど
心を傷つける
　大声で怒鳴る、相手の言動を細かくチェッ
クする、無視する、生活費を渡さない、殴
るそぶりをして脅すなど
性的に傷つける
　見たくないのにポルノ雑誌を見せる、中絶
を強要する、避妊に協力しないなど

で悩んでいませんか？
11月12日から25日までは「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

知っていますか？
パープルリボン運動　

パープルリボン運動は、1994年にアメ
リカで始まった女性に対する暴力根絶の運
動です。今では国際的な広がりを見せ、40
か国以上でパープルリボンをシンボルとする
運動が展開されています。
　このリボンには「あなたはひとりでは
ないよ」というメッセージが込められ
ています。

　暴力を受けることは、女性にとって「我慢すること」でも「恥ずかしいこと」でもありません。
　下記の相談所にご相談ください。また、ＤＶで困っている人が周りにいたら紹介してください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
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●第71回日田市文教祭　－11月開催行事－
文化団体行事
「日田映像祭」

▼とき　　11月４日㈯
　　　　　午後１時開演

▼ところ　パトリア日田　小ホール

▼入場料　無料

「文芸の集い」俳句大会

▼とき　　11月５日㈰
　　　　　午前10時開会　

▼ところ　アオーゼ　多目的ホール

▼入場料　無料

「第23回日田市民音楽祭」

▼とき　　11月５日㈰　
　　　　　午後１時開演　

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼入場料　
　大人500円、高校生以下300円

「秋の東洋蘭・おもと展」

▼とき　　11月21日㈫～23日㈷
　　　　　午前10時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼入場料　無料

「第23回舞台芸術祭　おどりの祭典」

▼とき　　11月26日㈰　
　　　　　午前11時開演　

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼入場料　500円

特別行事
「第53回大分県美術展（書道）巡回展」

▼とき　　11月10日㈮～12日㈰
　　　　　午前９時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　アオーゼ　多目的ホール

▼入場料　無料

「第53回大分県美術展
　　　　　　（日洋彫工）巡回展」

▼とき　　11月20日㈪～26日㈰
　　　　　午前９時～午後５時
※最終日は午後３時まで。

▼ところ　アオーゼ　多目的ホール

▼入場料　無料

学校行事
「日田市小中学校書写展」

▼とき　　11月10日㈮～12日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼ところ　アオーゼ　
　　　　　美術展示ギャラリー

▼入場料　無料

「日田市小中学校図工美術展」

▼とき　　11月17日㈮～19日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼ところ　アオーゼ　
　　　　　美術展示ギャラリー

▼入場料　無料

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

●県営住宅の入居者を募集

問大分県住宅供給公社日田駐在所
　☎㉓２４８０（日田土木事務所内）

▼入居資格
　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居している
人や、暴力団員の人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人（持ち家のある人は申込みで
きません）
②市県民税の滞納がなく、これまでに市・県営住宅の明
渡し請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人

▼申込期間　
　11月１日㈬～８日㈬（土・日曜日、祝日を除く）
　午前９時15分～午後５時

▼申込方法
　大分県住宅供給公社日田駐在所（日田土木事務所内）
に備付けの申込用紙で申込み

▼公開抽選日・会場
　11月14日㈫　午前10時～
　大分県日田総合庁舎４階　大会議室

一般（３ＤＫ）
一般（３ＤＫ）
高齢（３ＬＤＫ）

２
２
１

桂林
三和
高瀬

城内
三和
高瀬

地区 住宅名 摘要 空家戸数

▼募集する住宅

市政情報ピックアップ

●「ご当地ナンバープレート」のデザインが決定しました！

●希望ナンバーを受け付けます

 日田市をＰＲでき、日田市らしさを表現した原付バイクのナンバープレー
トのデザインを、６月19日から７月31日にかけて募集し、市内外から61作
品の応募がありました。
 デザインは、デザイン選定委員会による、ＰＲ・地域性や視認性などを選
定基準とした審査を経て決定しました。

▼採用作品
　タイトル　「日田市の花、アヤメ」
　作者　　　森山國義 氏（日田市大鶴本町在住）

▼選定の理由
　日田市の花がアヤメである事を広く認識してもらえる。
　視認性に優れワンポイントで日田市を表現できている。
※ご当地ナンバーの交付開始は平成30年１月中旬を予定しています。

 通常、原付バイクでは新規登録の際、ナンバー（番号）の指定はできませんが、今回のご当地ナンバープレート作成
の記念として、お好きなナンバーで登録できる「希望ナンバー」を受け付けますので、ご応募ください。

▼希望できるナンバー
・50cc以下（白地のナンバー）、90cc以下（黄色地
のナンバー）、125cc以下（ピンク地のナンバー）
の原付バイク
・それぞれ１～100の範囲で応募できます。希望ナン
バーの応募が重複した場合は抽選となります。

▼応募方法
・応募用紙に必要事項を記入の上、税務課に持参又は
郵送、メールのいずれかで申込み

▼応募期間　
　11月15日㈬～12月15日㈮
※応募用紙は、市ホームページ、税務課、各振興局・振興セ
ンターの窓口に備え付けています。

▼応募できる人又は事業所
・既に「日田市」のナンバーで登録している原付バイ
クを所有している人又は事業所
・新たに原動機付自転車を購入又は譲り受け、日田市
内を主たる定置場として新規登録を平成30年３月30
日までに予定している人又は事業所

▼交付費用
・現行のプレートから交換する場合や、新規登録する
場合ともに無料です。
・プレート交換は、１回に限ります。
・プレート交換の場合は、登録を受けているバイクの
廃車手続き後、ご当地ナンバーでの登録が必要で
す。登録を受けているバイクの「日田市」のナンバ
ープレートを紛失している人は、手続きの際、弁償
金200円を納めてください。

▼注意事項
・原付バイク１台に対して１つのナンバーのみ応募で
きます。複数のナンバーを希望することはできませ
ん。
・希望ナンバーが決定したら、引換券を発送します。
平成30年３月30日までに手続きをしてください。
・応募者以外の名義での登録はできません。
・希望ナンバー応募受付期間後は、登録の際にナンバ
ーの指定はできません。
・プレート交換の場合は、自賠責保険の変更手続きが
必要となる場合があります。ご加入の保険会社にお
問い合わせください。

問〒８７７－８６０１（住所記載不要）
　税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）
　　gotouchi-no@city.hita.oita.jp

2017. 11. 1　広報ひた広報ひた　2017. 11. 1 45



市政情報ピックアップ

●「若者チャレンジ」応援しています！―まちづくり活動推進事業補助金―

▼対象団体
①一般枠
・自治会や地域コミュニティを形成する団体
・３人以上で構成する公益的な活動やまちづくり等に関
わる団体

※振興局・振興センター管内の団体は、「日田市周辺地域活性
化対策事業」をご利用ください。
②若者チャレンジ枠
・市内に在住又は通勤・通学する16歳から29歳までの
若者が主体的に活動する団体で、３人以上で構成され
る団体

※構成員に20歳以上の人が１人以上必要です。

▼補助率
①一般枠
　補助対象経費の６割以内（上限50万円）
※視察研修のみの事業（上限30万円）。
②若者チャレンジ枠
　補助対象経費の10割以内（上限25万円）

▼対象事業　平成29年度に実施するもので地域活性化に
資する次の事業
・自然の活用や自然環境の保全等に係る事業
・景観、歴史、文化等を活用した事業
・生活環境の保全・美化に関する事業
・地域間、国際間の交流に係る事業　　　　　　　　
・人材の育成を目指した事業
・その他地域振興に資する事業
・上記事業を行うための視察研修事業
※原則、新規事業が対象です。
※市の他の補助対象となる事業を除きます。
※「若者チャレンジ枠」は視察研修を除きます。

▼申請・申込方法
　平成29年度分を12月までにまちづくり推進課に申請
してください（予算に限りがあります）

※申請を希望する団体は、詳しい内容や提出書類について説明
を行いますので、事業実施の最低１か月前までに下記にご相
談ください。

●ものづくり現場の魅力を伝える人（産業観光ガイド：仮称）を募集します
　ものづくり現場を見学、体験する産業観光は、知的好
奇心の旅ともいわれており、来訪者（観光客）を満足さ
せるには、おもてなしの心、地域での体験・交流が欠か
せません。
　そこで、来訪者に産業観光施設を分かりやすく説明
し、日田の魅力を伝える産業観光ガイド（仮称）の会の
結成を考えています。
　歴史、自然、林業・木材産業をはじめとした地域産業

に詳しい人（企業ＯＢも歓
迎）や興味を持っている人、
日田が好きな人など、多くの
市民の皆さんの参加をお待ち
しています。
　おもてなしで、来訪者と心
に残る思い出を作ってみませ
んか。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

問ひた産業観光推進協議会事務局（観光課観光振興係内）
　☎㉒８２１０　　㉒８３２８（市役所３階）

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係（市役所６階）
　☎㉒７５１５　　㉒８３２４　　machidukuri@city.hita.oita.jp

●男らしさ、女らしさより、人間らしさで社会が変わる！　―市民公開講演会―

入場
無料

託児
有り ※託児は11月14日

　までに申込み。

▼とき
　11月21日㈫
　午後６時30分開場　午後７時開演

▼ところ　
　パトリア日田　小ホール

▼講師　　
　ブルボンヌ 氏
　（女装パフォーマー／ライター）

▼申込方法
　電話、ファックス又はメールのいず
れかで下記に申込み

▼申込期限
　11月20日㈪
※この事業は「平成29年度市民サービス
協働事業」の一つとして、ＮＰＯキラ☆
キアラヒタと日田市で実施しています。

　1990年にゲイのパソコン通信ネットワークを
立ち上げ、雑誌の主幹編集に携わる。その後、女
装パフォーマンス集団主宰を経て、新宿２丁目の
ミックスバーのプロデュースを行っている。
　ＮＨＫ「ハートネットＴＶ」、ＴＢＳ「生き物
にサンキュー」、日テレ「有吉反省会」などのテ
レビ出演、ラジオ番組ＭＣや雑誌連載の他、自治
体や大学、企業での性に関する特別講義など幅広
く活躍中。

ＬＧＢＴって知ってる！？
ガイド申込み

▼申込方法
　住所、氏名、年齢、連絡先を下記事務局（観光課）に
電話又はファックスで申込み

▼申込期限　11月13日㈪

発足式　

▼とき　　11月15日㈬　午後７時

▼ところ　市役所７階　中会議室

▼内容　
　オリエンテーション、今後の取組、モニターツアーに
ついて

●九州国立博物館「新・桃山展　大航海時代の日本美術」
　　　　　　　　　　　　　　　芸術鑑賞バスツアー参加者募集
　九州国立博物館で開催される展覧会で、鉄砲伝来
（1542年又は1543年）から鎖国完成（1639年）まで
の約100年の間に、日本がアジアやヨーロッパとくり広
げた交流の歴史をその時代を象徴する華やかな美術品と
ともに紹介する内容となっています。

▼出発日　　11月19日㈰

▼行き先　　九州国立博物館

▼参加資格　日田市民であること

▼旅行代金　一般3,000円、高校生以下1,500円
※旅行代金に含まれるもの（バス代・博物館入館料）
※身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳の所持者は半額。
※身体障害者手帳の第１種、療育手帳のＡ級、精神保健福祉手
帳の１級所持者で、介助が必要な人の介助者は無料。

▼行程　日田市役所出発(8:00)＝九州国立博物館到着・
見学(9:30)＝同博物館出発(14:00)＝日田市役所到着
(15:30)※食事は含まれません。バス会社名：天瀬観光バス

▼募集数　80人（応募者多数の場合は抽選）
※最小催行人員20人。（添乗員が同行）

▼申込期限　11月13日㈪

▼申込先　
　株式会社日田ツーリストに電話又は直接窓口で申込み

■旅行企画・実施　
　近畿日本ツーリスト九州　九州エージェントセンター
　観光庁長官登録旅行業第1886号　一般社団法人日本旅行業
協会正会員、旅行業公正取引協議会会員、ボンド保証会員
　〒810-0001　福岡市中央区天神2-8-34　住友生命福岡ビル1階
　承認番号（3815-17-10-003）

■受託販売　株式会社日田ツーリスト　大分県知事登録旅行業
3-85号　総合旅行業務取扱管理者　廣田朝成
※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所
での取引に関する責任者です。この旅行の契約に関し、担当
者からの説明に不明な点がございましたら遠慮なく上記の旅
行業務取扱管理者に質問してください。

▼営業時間　午前9時30分～午後7時　土曜日は午後3時まで
　　　　　　（日曜日、祝日定休）
※休業日と営業時間外の取消・変更のお申し出には対応できま
せんので、翌営業日の受付となります。
　株式会社日田ツーリスト　〒877-0026　日田市田島本町6-19
　☎㉒４８９１　　㉔２１７３

　詳しい旅行条件を説明した書面（パンフレット）をお渡
ししますので、事前に確認の上、お申し込みください。

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

平成29年度日田市民文化振興基金事業［募集広告］
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くらしの情報次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈬に発送します。Information 11.１　

大
分
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
オ
ー
プ
ン
講
座

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
人
権
講
演
会

■
と
き

　
11
月
16
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
会
議
室
２
・
３

■
テ
ー
マ
　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
作
ら
な
い

地
域
を
目
指
し
て
〜
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者

と
し
て
〜

■
講
師
　
奥 

結
香 

氏

■
参
加
料
　
無
料

問
公
益
社
団
法
人
大
分
県
人
権
教
育
研
究
協

議
会
☎
０
９
７
‐
５
５
６
‐
１
０
１
２

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
36
回
日
田
市

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、

小
・
中
・
高
校
生
、
育
友
会
の
意
見
・
実

践
発
表
他
、
支
部
実
践
発
表
、
特
別
講
演

を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
18
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
特
別
講
演
　

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
は
天
才
で
あ
る
」

■
講
師
　
社
会
福
祉
法
人
純
真
福
祉
会
　

横
峯
吉
文 

氏

同
時
開
催

大
分
県
教
育
委
員
会
親
の
学
び
推
進
事
業

家
庭
教
育
推
進
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
ひ
た

　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時

■
ふ
れ
あ
い
講
座

①
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

J
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
を
使
用
し
た
、
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈫
　
午
前
11
時
頃

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

公
的
な
機
関
を
名
乗
る詐

欺
に
注
意

　　
最
近
、
「
法
務
省
管
轄
支
局
民
事
訴
訟

管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
名
乗
る
事
業
者
か
ら

は
が
き
が
来
た
、
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
文
面
は
、
「
貴
方
の
利
用

し
て
い
た
会
社
が
、
民
事
訴
訟
を
起
こ
し

ま
し
た
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
給
料
や

不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
」
と

い
う
も
の
で
す
。
は
が
き
に
記
載
し
て
あ

る
住
所
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
法
務
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
右
記
の
部
局
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
記
載
し
て
あ
る
電
話
番
号
に

か
け
る
と
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
電
話
を
か
け
た
り
、
は
が
き

が
来
た
こ
と
で
不
安
な
人
は
左
記
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）
　

高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
11
月
１
日
〜
30
日
の
１
か
月
間
、
高
齢

者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に

道
路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交

通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
や
反
射
材
着

用
を
徹
底
し
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

問
大
分
県
生
活
環
境
企
画
課
交
通
安
全
推

進
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
６
２

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　
労
働
者
が
業
務
災
害
を
被
っ
た
と
き

（
労
災
保
険
）
、
労
働
者
が
失
業
し
た
と

き
（
雇
用
保
険
）
の
た
め
に
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
す
れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
７
０
９
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署
☎
㉒
６
１
９
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
☎
㉒
８
６
０
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
11
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
10
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　
11
月
９
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題
・
講
師
　

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
な
ら
成
功
で
き

る
！
生
活
習
慣
病
予
防
」

大
分
大
学
客
員
教
授
・
中
津
市
立
中
津

市
民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟 

先
生

※
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

　
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
で
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
30
年
２
月

上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

市
民
公
開
講
座

認
知
症
を
ま
な
ぼ
う
！

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
と
支
援
を
進

め
る
た
め
に
、
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き
　

　
11
月
15
日
㈬
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
内
容
　

・
第
一
部
寸
劇
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
認
知

症
に
な
っ
た
」
日
田
市
認
知
症
支
援
体

制
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

劇
団
あ
や
め

・
第
二
部
講
演
「
認
知
症
の
予
防
〜
今
、

で
き
る
こ
と
〜
」
上
野
公
園
病
院
（
大

分
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
院
長
　
長
野
浩
志 

氏

※
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

平
成
30
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

　■応
募
資
格
　

保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有

し
、
平
成
30
年
度
に
大
学
及
び
短
期
大

学
に
在
学
す
る
人
又
は
進
学
を
希
望
す

る
人

■
出
願
期
限
　
12
月
28
日
㈭

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
左
記
（
大
分
県
奨
学

会
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

大
分
県
内
企
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

　
県
で
は
、
県
内
就
職
及
び
本
県
へ
の
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、
県
外
大

学
等
に
進
学
し
た
平
成
31
年
以
降
に
卒
業

予
定
の
学
生
を
対
象
と
し
た
大
分
県
内
企

業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き

　
11
月
18
日
㈯
　
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
８

階
Ａ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課

　
若
年
者
就
業
支
援
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
３
２
　

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
日
田
天
領
ま
つ
り
の
会
場
や
、
昨
年
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
日
田
祇
園
の
曳
山
行
事
」
の
山
鉾
を
展

示
し
て
い
る
「
日
田
祇
園
山
鉾
会
館
」
な

ど
を
訪
れ
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈯

受
付
　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
　

ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
40
分

ゴ
ー
ル
　
午
後
３
時
ま
で

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
御
幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜

園
跡
↓
隈
地
区
（
寺
町
通
り
）
↓
日
田

祇
園
山
鉾
会
館
↓
隈
旅
館
街
↓
原
次
郎

左
衛
門
五
醤
蔵
↓
日
田
駅
　

※
所
要
時
間
は
２
時
間
程
度
（
約
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
で
す
。

※
参
加
費
及
び
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
・
公
共

交
通
係
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ひ
た

　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
ふ
る
さ
と
の

先
人
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
生
か

せ
る
取
組
を
考
え
る
場
で
す
。
今
年
は
咸

宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
を
テ
ー
マ
に
日
田
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

童
門
冬
二 

氏
（
作
家
）
、
葉
室 

麟 

氏

（
直
木
賞
作
家
）
、
岡
野
涼
子 

氏
（
水

郷
ひ
た
観
光
親
善
大
使
）

■
参
加
費
　
無
料
（
先
着
１
０
０
人
）

※
左
記
に
電
話
又
は
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
　
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

　
　 kangien@

city.hita.oita.jp

総
合
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
原
画
展

　
平
成
39
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
と
な
る
第
６
次
日
田
市
総
合
計
画

「
と
も
に
つ
く
る
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

ひ
た
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
計
画
の

策
定
を
記
念
し
て
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

「
わ
た
し
の
ひ
た
。
」
に
使
用
し
た
９
点

の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

　
原
画
展
を
と
お
し
て
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
　
　

■
と
き
　
11
月
１
日
㈬
〜
12
日
㈰

※
休
館
日
を
除
く
。

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ガ
レ
リ
ア

問
地
方
創
生
推
進
課
創
生
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
３
（
市
役
所
６
階
）

第
42
回
日
田
市
消
費
生
活
展

　
食
と
農
業
を
テ
ー
マ
に
消
費
生
活
展
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈫
〜
16
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
日
田
の
農
産
物
マ
ッ
プ
、
農

家
・
畜
産
家
へ
の
視
察
、
消
費
者
団
体

の
活
動
、
手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消

費
者
被
害
情
報
、
消
費
生
活
相
談

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
数

量
限
定
）

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ベ
ン
ト

　
小
学
３
年
生
以
下
　
親
子
20
組

・
講
師
　
横
峯
吉
文 

氏

②
親
子
ヨ
ガ
教
室

　
小
学
４
年
生
以
上
　
親
子
20
組

・
講
師
　
大
石
冨
湊 

氏

③
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
世
界

　
小
学
生
以
上
　
親
子
30
人

・
講
師
　
ふ
う
せ
ん
の
り
な 

氏

④
折
り
紙
建
築
の
世
界

　
小
学
生
以
上
　
親
子
30
人

・
講
師
　
建
築
士
会
日
田
支
部

※
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
左
記
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
事
前
予
約
必
要
）

問
大
分
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き
　
11
月
19
日
㈰
　

　
午
前
８
時
出
発
〜
正
午
帰
着

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

　
（
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

■
と
こ
ろ
　
萩
尾
公
園

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
水
筒
持
参
の
他
、
防
寒
着
を
着
用
。

※
11
月
７
日
㈫
午
前
９
時
以
降
、
左
記
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
37
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
農
林
産
物
品
評
会
を
は
じ
め
「
プ
ロ
レ

ス
団
体
・
Ｆ
Ｔ
Ｏ
」
に
よ
る
試
合
、
福
引

抽
選
会
の
他
、
地
元
有
志
に
よ
る
バ
ザ
ー

出
店
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
19
日
㈰
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
　

■
と
こ
ろ
　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
中
津
江
振
興
局
内
）
☎
54
３
１
１
１

第
33
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

■
と
き

　
11
月
19
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

■
内
容
　
芸
能
発
表
、
作
品
展
、
各
種
バ

ザ
ー
、
抽
選
付
き
餅
ま
き
、
日
田
林
工

高
校
吹
奏
楽
部
な
ど
の
出
演

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

浄
水
場
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　　
上
下
水
道
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
家
庭
へ
配
水
す

る
上
水
道
と
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
下
水

道
の
仕
組
み
を
実
際
に
見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き
　
11
月
23
日
㈷
　
午
前
８
時
45
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
北
側
駐
車
場
集
合

※
上
野
浄
水
場
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
バ
ス
で
移

動
し
ま
す
。

■
対
象
　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
の
参
加
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈬

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
庶
務
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

第
３
回
な
か
べ
り
紅
葉
の
里
開
き

　
紅
葉
を
楽
し
み
、
山
里
の
秋
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

　
天
瀬
町
馬
原
中
部
里
地
区

問
な
か
べ
り
花
の
里
づ
く
り
委
員
会

　
☎
57
９
３
０
７
（
髙
倉
）

第
53
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

　
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
行
で
き
る
人
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
（
車
椅
子
の
人

も
歓
迎
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費
　
大
人
５
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
）

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
区
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
実

行
委
員
会
（
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
）

　
☎
㉓
８
７
３
７
（
五
島
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※

申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※

参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０‐

３
２
２
０‐

４
０
９
４

第
35
回
大
分
矯
正
展

　
大
分
刑
務
所
の
作
業
製
品
や
少
年
院
職

業
補
導
製
品
（
野
菜
を
含
む
）
の
展
示
即

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
大
分
刑
務
所
（
大
分
市
）

問
大
分
刑
務
所

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
５
１
７
７

第
22
回
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

　
「
あ
な
た
の
家
を
緑
で
つ
つ
み
ま
せ
ん

か
？
〜
お
金
の
か
か
ら
な
い
・
自
分
で
で

き
る
庭
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
18
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

□
募
集
数
　
60
人

※

申
込
等
詳
細
は
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（http://w

w
w
.oita-shikai.or.

　jp/shibu/hita/

）
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

事
務
局
（
鈴
木
建
築
事
務
所
内
）

　
☎
・
　
㉔
６
０
２
２

　
　kentikusikai.hita@

gm
ail.com

第
20
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
念
大
会

　
旧
花
月
小
学
校
か
ら
伏
木
公
園
ま
で
の

約
2.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
11
月
19
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
旧
花
月
小
学
校
運
動
場

※

今
回
は
20
回
を
記
念
し
、
な
で
し
こ
会
の
演

奏
や
お
に
ぎ
り
等
の
販
売
、
ラ
ッ
キ
ー
く
じ

抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進

事
業
補
助
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

　
杜
の
音
楽
会
や
蔵
ツ
ア
ー
、
フ
レ
ア
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
シ
ョ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
19
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

目
指
せ
！
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
！
　

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
無
料
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
19
日
㈰
　
正
午

　
大
原
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進

事
業
補
助
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
（
髙
瀬
）

　
☎
０
９
０‐

２
０
８
６‐

８
４
４
７

Ｉ
Ｔ
や
お
よ
ろ
ず
相
談
・
無
料
セ
ミ
ナ
ー

　
Ｉ
Ｔ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
関
す
る
無
料
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ

ル
ズ
ひ
た
）

□
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
無
料

※
無
料
相
談
は
午
後
３
時
10
分
〜
４
時
ま
で
。

（
先
着
１
人
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｅ
Ｃ
カ
フ
ェ
大
分
（
矢
幡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
２
２
６
‐
０
８
８
３

　
　cosm

ictoybox.jp@
gm
ail.com

募
集

※写真は平成28年度版です。

お
う
め
い
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くらしの情報くらしの情報次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈬に発送します。Information 11.１　

こころちゃん

大
分
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
オ
ー
プ
ン
講
座

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
人
権
講
演
会

■
と
き

　
11
月
16
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
会
議
室
２
・
３

■
テ
ー
マ
　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
作
ら
な
い

地
域
を
目
指
し
て
〜
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者

と
し
て
〜

■
講
師
　
奥 

結
香 
氏

■
参
加
料
　
無
料

問
公
益
社
団
法
人
大
分
県
人
権
教
育
研
究
協

議
会
☎
０
９
７
‐
５
５
６
‐
１
０
１
２

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
36
回
日
田
市

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、

小
・
中
・
高
校
生
、
育
友
会
の
意
見
・
実

践
発
表
他
、
支
部
実
践
発
表
、
特
別
講
演

を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
18
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
特
別
講
演
　

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
は
天
才
で
あ
る
」

■
講
師
　
社
会
福
祉
法
人
純
真
福
祉
会
　

横
峯
吉
文 

氏

同
時
開
催

大
分
県
教
育
委
員
会
親
の
学
び
推
進
事
業

家
庭
教
育
推
進
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
ひ
た

　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時

■
ふ
れ
あ
い
講
座

①
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

J
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
を
使
用
し
た
、
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈫
　
午
前
11
時
頃

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

公
的
な
機
関
を
名
乗
る詐

欺
に
注
意

　　
最
近
、
「
法
務
省
管
轄
支
局
民
事
訴
訟

管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
名
乗
る
事
業
者
か
ら

は
が
き
が
来
た
、
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
文
面
は
、
「
貴
方
の
利
用

し
て
い
た
会
社
が
、
民
事
訴
訟
を
起
こ
し

ま
し
た
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
給
料
や

不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
」
と

い
う
も
の
で
す
。
は
が
き
に
記
載
し
て
あ

る
住
所
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
法
務
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
右
記
の
部
局
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
記
載
し
て
あ
る
電
話
番
号
に

か
け
る
と
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
電
話
を
か
け
た
り
、
は
が
き

が
来
た
こ
と
で
不
安
な
人
は
左
記
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）
　

高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
11
月
１
日
〜
30
日
の
１
か
月
間
、
高
齢

者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に

道
路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交

通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
や
反
射
材
着

用
を
徹
底
し
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

問
大
分
県
生
活
環
境
企
画
課
交
通
安
全
推

進
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
６
２

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　
労
働
者
が
業
務
災
害
を
被
っ
た
と
き

（
労
災
保
険
）
、
労
働
者
が
失
業
し
た
と

き
（
雇
用
保
険
）
の
た
め
に
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
す
れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
７
０
９
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署
☎
㉒
６
１
９
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
☎
㉒
８
６
０
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
11
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
10
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き
　
11
月
９
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
演
題
・
講
師
　

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
な
ら
成
功
で
き

る
！
生
活
習
慣
病
予
防
」

大
分
大
学
客
員
教
授
・
中
津
市
立
中
津

市
民
病
院
副
院
長
　
是
松
聖
悟 

先
生

※
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

　
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
で
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
30
年
２
月

上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

市
民
公
開
講
座

認
知
症
を
ま
な
ぼ
う
！

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
と
支
援
を
進

め
る
た
め
に
、
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き
　

　
11
月
15
日
㈬
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
内
容
　

・
第
一
部
寸
劇
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
認
知

症
に
な
っ
た
」
日
田
市
認
知
症
支
援
体

制
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

劇
団
あ
や
め

・
第
二
部
講
演
「
認
知
症
の
予
防
〜
今
、

で
き
る
こ
と
〜
」
上
野
公
園
病
院
（
大

分
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
院
長
　
長
野
浩
志 

氏

※
参
加
料
無
料
。
（
申
込
不
要
）

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

平
成
30
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

　■応
募
資
格
　

保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有

し
、
平
成
30
年
度
に
大
学
及
び
短
期
大

学
に
在
学
す
る
人
又
は
進
学
を
希
望
す

る
人

■
出
願
期
限
　
12
月
28
日
㈭

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
左
記
（
大
分
県
奨
学

会
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

大
分
県
内
企
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

　
県
で
は
、
県
内
就
職
及
び
本
県
へ
の
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、
県
外
大

学
等
に
進
学
し
た
平
成
31
年
以
降
に
卒
業

予
定
の
学
生
を
対
象
と
し
た
大
分
県
内
企

業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き

　
11
月
18
日
㈯
　
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
８

階
Ａ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課

　
若
年
者
就
業
支
援
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
３
２
　

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
日
田
天
領
ま
つ
り
の
会
場
や
、
昨
年
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
日
田
祇
園
の
曳
山
行
事
」
の
山
鉾
を
展

示
し
て
い
る
「
日
田
祇
園
山
鉾
会
館
」
な

ど
を
訪
れ
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈯

受
付
　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
　

ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
40
分

ゴ
ー
ル
　
午
後
３
時
ま
で

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
御
幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜

園
跡
↓
隈
地
区
（
寺
町
通
り
）
↓
日
田

祇
園
山
鉾
会
館
↓
隈
旅
館
街
↓
原
次
郎

左
衛
門
五
醤
蔵
↓
日
田
駅
　

※
所
要
時
間
は
２
時
間
程
度
（
約
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
で
す
。

※
参
加
費
及
び
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
・
公
共

交
通
係
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ひ
た

　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
ふ
る
さ
と
の

先
人
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
生
か

せ
る
取
組
を
考
え
る
場
で
す
。
今
年
は
咸

宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
を
テ
ー
マ
に
日
田
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

童
門
冬
二 

氏
（
作
家
）
、
葉
室 

麟 

氏

（
直
木
賞
作
家
）
、
岡
野
涼
子 

氏
（
水

郷
ひ
た
観
光
親
善
大
使
）

■
参
加
費
　
無
料
（
先
着
１
０
０
人
）

※
左
記
に
電
話
又
は
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
　
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

　
　 kangien@

city.hita.oita.jp

総
合
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
原
画
展

　
平
成
39
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
と
な
る
第
６
次
日
田
市
総
合
計
画

「
と
も
に
つ
く
る
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

ひ
た
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
計
画
の

策
定
を
記
念
し
て
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

「
わ
た
し
の
ひ
た
。
」
に
使
用
し
た
９
点

の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

　
原
画
展
を
と
お
し
て
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
　
　

■
と
き
　
11
月
１
日
㈬
〜
12
日
㈰

※
休
館
日
を
除
く
。

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ガ
レ
リ
ア

問
地
方
創
生
推
進
課
創
生
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
３
（
市
役
所
６
階
）

第
42
回
日
田
市
消
費
生
活
展

　
食
と
農
業
を
テ
ー
マ
に
消
費
生
活
展
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈫
〜
16
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
日
田
の
農
産
物
マ
ッ
プ
、
農

家
・
畜
産
家
へ
の
視
察
、
消
費
者
団
体

の
活
動
、
手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消

費
者
被
害
情
報
、
消
費
生
活
相
談

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
数

量
限
定
）

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

優しさの種を飛ばそう

　アサガオの種、観察してから土にまき、毎日
水やり。ふた葉が出て、本葉が出て、つるが伸
び、つぼみがふくらみ、ある朝ついに美しい花
が咲く。
　多くの人が小学校の授業で経験し、アサガオ
の種の成長に不思議を覚え、植物の生命力に驚
き、花が咲いた時の達成感や感動を語り合った
ことでしょう。
　このような、花や植物を育てる体験を子ども
たちの心の成長などに活かす取組の一つに、法
務省が昭和57年度から始めた「人権の花」運動
があります。協力して花を育てる体験を通し、
生命の尊さや優しさ、思いやりの心、人への感
謝を学ぶことを目的に、全国の小学校などで取
り組まれています。法務局日田支局管内では、
日田市、玖珠町、九重町内の小学校を１年ごと
に１校ずつ指定校としているため、市内の小学
校が指定校になるのは３年に１回です。
　今年度指定校の前津江小学校では、５月から
子どもたちが協力して花のお世話を続けていま
す。そして、前津江小を訪れる他校の児童や生
徒には、子どもたちが水やりなどの活動を一緒
に行いながら「人権の花」運動のことを伝え、
人権の心の輪を広げることにもつなげていま
す。今月には、遠く離れた人にも人権の心の輪
が広がるように、子どもたちが育てた花の種と
人権への思いを込めた手紙をエコ風船に付けて
飛ばす予定です。
　平成26年度に「人権の花」運動で風船を飛ば
した津江小学校の児童が感想文の中に、『人権
の花運動は、私たちにやさしさや、人と人のつ
ながりをあたえてくれます。遠くはなれた人か
らの感謝の手紙に「ありがとう」という文書が
何回も書かれていました。自然と心があったま
り、とても、やさしい気持ちになったことを今
でも覚えています。』と記しています。花の種
を介して、顔も知らない遠く離れた人と優しさ
を共有した経験は、人権を大切に思う気持ちと
共にお互いの心に強く残っているはずです。
　前津江小から飛ばす種も新しい土地で芽吹き
花を咲かせ、そして子どもたちの人権を大切に
思う気持ちや優しさの種が人々の心まで届くこ
とを願っています。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

　
小
学
３
年
生
以
下
　
親
子
20
組

・
講
師
　
横
峯
吉
文 

氏

②
親
子
ヨ
ガ
教
室

　
小
学
４
年
生
以
上
　
親
子
20
組

・
講
師
　
大
石
冨
湊 

氏

③
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
世
界

　
小
学
生
以
上
　
親
子
30
人

・
講
師
　
ふ
う
せ
ん
の
り
な 

氏

④
折
り
紙
建
築
の
世
界

　
小
学
生
以
上
　
親
子
30
人

・
講
師
　
建
築
士
会
日
田
支
部

※
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
左
記
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
事
前
予
約
必
要
）

問
大
分
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き
　
11
月
19
日
㈰
　

　
午
前
８
時
出
発
〜
正
午
帰
着

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

　
（
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

■
と
こ
ろ
　
萩
尾
公
園

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
水
筒
持
参
の
他
、
防
寒
着
を
着
用
。

※
11
月
７
日
㈫
午
前
９
時
以
降
、
左
記
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
37
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
農
林
産
物
品
評
会
を
は
じ
め
「
プ
ロ
レ

ス
団
体
・
Ｆ
Ｔ
Ｏ
」
に
よ
る
試
合
、
福
引

抽
選
会
の
他
、
地
元
有
志
に
よ
る
バ
ザ
ー

出
店
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
19
日
㈰
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
　

■
と
こ
ろ
　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
中
津
江
振
興
局
内
）
☎
54
３
１
１
１

第
33
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

■
と
き

　
11
月
19
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

■
内
容
　
芸
能
発
表
、
作
品
展
、
各
種
バ

ザ
ー
、
抽
選
付
き
餅
ま
き
、
日
田
林
工

高
校
吹
奏
楽
部
な
ど
の
出
演

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

浄
水
場
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　　
上
下
水
道
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
家
庭
へ
配
水
す

る
上
水
道
と
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
下
水

道
の
仕
組
み
を
実
際
に
見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き
　
11
月
23
日
㈷
　
午
前
８
時
45
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
北
側
駐
車
場
集
合

※
上
野
浄
水
場
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
バ
ス
で
移

動
し
ま
す
。

■
対
象
　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
の
参
加
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈬

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
庶
務
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

第
３
回
な
か
べ
り
紅
葉
の
里
開
き

　
紅
葉
を
楽
し
み
、
山
里
の
秋
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

　
天
瀬
町
馬
原
中
部
里
地
区

問
な
か
べ
り
花
の
里
づ
く
り
委
員
会

　
☎
57
９
３
０
７
（
髙
倉
）

第
53
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

　
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
行
で
き
る
人
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
（
車
椅
子
の
人

も
歓
迎
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費
　
大
人
５
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
）

※

左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
地
区
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
実

行
委
員
会
（
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
）

　
☎
㉓
８
７
３
７
（
五
島
）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※

申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※

参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０‐

３
２
２
０‐

４
０
９
４

第
35
回
大
分
矯
正
展

　
大
分
刑
務
所
の
作
業
製
品
や
少
年
院
職

業
補
導
製
品
（
野
菜
を
含
む
）
の
展
示
即

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
大
分
刑
務
所
（
大
分
市
）

問
大
分
刑
務
所

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
５
１
７
７

第
22
回
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

　
「
あ
な
た
の
家
を
緑
で
つ
つ
み
ま
せ
ん

か
？
〜
お
金
の
か
か
ら
な
い
・
自
分
で
で

き
る
庭
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
18
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

□
募
集
数
　
60
人

※

申
込
等
詳
細
は
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（http://w

w
w
.oita-shikai.or.

　jp/shibu/hita/

）
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

事
務
局
（
鈴
木
建
築
事
務
所
内
）

　
☎
・
　
㉔
６
０
２
２

　
　kentikusikai.hita@

gm
ail.com

第
20
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
念
大
会

　
旧
花
月
小
学
校
か
ら
伏
木
公
園
ま
で
の

約
2.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
11
月
19
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
旧
花
月
小
学
校
運
動
場

※

今
回
は
20
回
を
記
念
し
、
な
で
し
こ
会
の
演

奏
や
お
に
ぎ
り
等
の
販
売
、
ラ
ッ
キ
ー
く
じ

抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進

事
業
補
助
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

　
杜
の
音
楽
会
や
蔵
ツ
ア
ー
、
フ
レ
ア
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
シ
ョ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
19
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

目
指
せ
！
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
！
　

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
無
料
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
19
日
㈰
　
正
午

　
大
原
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進

事
業
補
助
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
（
髙
瀬
）

　
☎
０
９
０‐
２
０
８
６‐

８
４
４
７

Ｉ
Ｔ
や
お
よ
ろ
ず
相
談
・
無
料
セ
ミ
ナ
ー

　
Ｉ
Ｔ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
関
す
る
無
料
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ

ル
ズ
ひ
た
）

□
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
無
料

※
無
料
相
談
は
午
後
３
時
10
分
〜
４
時
ま
で
。

（
先
着
１
人
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｅ
Ｃ
カ
フ
ェ
大
分
（
矢
幡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
２
２
６
‐
０
８
８
３

　
　cosm

ictoybox.jp@
gm
ail.com
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元気な案山子がお出迎え
　９月25日～10月28日まで、本城大橋から坊籠集
会所に至る合楽川周辺で、本城１生産組合主催
の「第12回彼岸花と本城案山子祭り」が行われ
た。初日には、福岡県大刀洗町の本郷地域づくり委
員のメンバー20人が、視察に訪れた。抽選で特産
品が当たる案山子の人気投票も行われ、200体のユ
ーモラスな案山子が訪れた人を楽しませた。

別府大学生からの贈り物
　９月４日、別府大学でデザインやアニメーション
などを学ぶ学生が天瀬公民館を訪れた。平成25年
度から続いている大学生と住民との交流を形に残そ
うと、公民館のガラス戸をキャンバスに、６時間か
けて、天ヶ瀬温泉とその中心を流れる玖珠川をイメ
ージしながら、アクリル絵の具で色鮮やかに、水面
とバラやヤマメの絵を描き記念に残した。

天瀬

上津江

ぼごもり

いつまでもお元気で
　10月５日、白草地区の公民館で白草地区敬老会
が開催された。台風で中止となった敬老会を、とて
も楽しみにしていたお年寄りのために、白草地区の
有志が集まり開催され、敬老会には多くのお年寄り
が集まった。この日は、手作りの料理など地区の人
たちのおもてなしや出しもので、公民館は笑いに包
まれるなど参加者は楽しい一日を過ごしていた。

一生懸命頑張りました！
　９月30日、すぎっ子こども園運動会が開催され
た。当日は天気にも恵まれ、絶好の運動会日和とな
った。綱引きや踊り、かけっこ等、運動会を見に来
てくれた人に日頃の練習の成果を発揮しようと、一
生懸命取り組んだ。
　演技を行うたびに歓声が沸きあがり、とても楽し
い運動会となった。

　
　

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

あたり前の大切さ
　９月26日、パトリア日田で、バーナード・リーチと
小鹿田焼展記念フォーラムが開催された。第一部で
は、料理研究家の土井善晴氏を講師に、家庭料理の大
切さや和食の美について講演が行われた。第二部で
は、民藝運動を担った河井寛次郎や濱田庄司、棟方志
功の孫たちにあたる研究者などを６人招きパネルディ
スカッションが行われた。

みんなでひたはしり号に乗ろう！
　９月20日の“バスの日”にちなんだ記念イベントが
９月2３日、日田バスセンターで開催された。塗り
絵やバルーンアートなどが催され、多くの親子連れ
で賑わったほか、ひたはしり号にも無料で乗車する
ことができ、普段より多くの人がバスに親しむ良い
機会となった。運賃100円で実験運行中のひたはし
り号の利用者増に繋がることが期待される。

咸宜園を世界遺産へ！
　10月13日、パトリア日田で咸宜園を含む「近世日
本の教育遺産群」の世界遺産登録へ向けた取組の一
環として、世界遺産登録推進講演会が開催された。
文化庁文化財調査官の鈴木地平氏を講師に、世界遺
産の現状や事例を紹介しながら、登録に向けた取組
の注意点など、自身の経験を中心に講演を行い、訪
れた人は、貴重な話を直接聞ける機会となった。

世界の恒久平和を祈る
　先の戦争で亡くなった市出身の戦没者を追悼する
戦没者追悼式が、9月28日、パトリア日田で行わ
れ、遺族会会員など約230人が参列した。
　式典では、日田市遺族会連合会会長の原田登さん
が追悼の辞を述べたほか、参列者による献花が行わ
れ、戦没者約3,000人の冥福を祈るとともに、世界
の恒久平和を祈念した。

日田
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交流を通じ自然を考える
　９月２日、中津江村地球財団などでつくる「200
海里の森づくり」が中津江村合瀬の市有林で行われ
た。この活動は、1991年の台風で筑後川上流域の倒
木が下流域まで流出したことから、水源地の森林保
全を目的に実施している。当日は残暑の中、地元住
民と福岡県大川市の漁協関係者など約250人で下草
刈りを行い、水源の大切さを考える機会となった。

遊びながら、自然を感じて
　８月31日、「やまめの郷」で前津江小学校の児
童達を対象に「やまめのつかみどり・釣り大会」が
開催された。子供たちに楽しんでもらいながら清流
や命の大切さ、地域の自然を大切にする心を育てよ
うと「まえつえ活性隊」が企画した。日頃めったに
体験できない釣りやつかみ捕りに苦戦しながらも、
子供達の楽しむ声が森の中に響き渡っていた。

みんなが主役の運動会
　９月17日、前津江小学校で「秋季大運動会」が
開催された。うす曇りの天候の中で開会した運動会
も午後には爽やかな秋晴れとなり、全校児童26人
全員が力を出し切る姿に地域の人たちの応援も熱気
を帯びた。保護者だけでなく会場のほとんどの人が
競技に参加し、地域の元気につながる「みんなが主
役の運動会」となった。

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

鯛生金山まつり
　10月１日、地底博物館鯛生金山において「鯛生
金山まつり」が開催された。当日は晴天の下、山神
祭の始まりを告げる厳かなおみこし行列が施設内を
練り歩き、イベントステージでは、大道芸パフォー
マンス、猿回し、フラダンス、村内の舞踊教室生に
よる演舞などが披露され、祭りを盛り上げた。
　特に猿回しでは、軽快なトークや猿とのコミカル
な演技で会場中が笑いに包まれていた。また祭り会
場では、地元有志が個性豊かな料理や飲み物を販売
し、来場者のお腹を満たしていた。
　祭りのフィナーレは、恒例の豪華景品券入の餅ま
き大会が行われ、会場は最後まで賑わった。

ひと山まるごとガーデニング
　９月23日、田来原美しい森づくり公園周辺で、
おおやま水源林育林活動「ひと山まるごとガーデニ
ング」が開催された。秋晴れの中、福岡都市圏や大
山町から約130人が参加し、山林約5,000平方メー
トルの下草刈りに汗を流した。作業終了後の交流会
では、地元婦人会や生産森林組合が振る舞う「きの
こ鍋」や「鶏の串焼き」に舌鼓を打っていた。

最後まであきらめない
　８月26・27日、鯛生スポーツセンター主催
の「第18回中津江カップ女子サッカー交流大会」
が開催され、同センターグラウンドで県内外から
小・中学生各７チーム、計14チームが集まった。
悪天候の中での試合となったが、選手一人ひとりが
あきらめずにボールを追い、日頃の練習の成果を実
戦を通じて肌で感じていた。

大山 中津江

前津江

本物の一人芝居を堪能
　１0月15日、旧鎌手小学校体育館において、おお
やま清流自治会主催の、おおやま清流文化祭りが開
催された。今年は、自ら脚本・演出・主演を行う中
島純一氏の一人芝居、「沙漠の商人」が上演され
た。当日は大山町内から、約100人が観劇に訪れ
た。セットも何もなく一人でその場面の情景を描く
本格的な一人芝居に、訪れた人々は感動していた。
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　11月11日㈯
　午後３時～４時
　11月25日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

集落支援員活動④

地域を盛り上げます！

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

河津由美さん岐部みかさん

崩れる脳を抱きしめて
知念実希人／著　
実業之日本社
　広島から神奈川の病院に実習に来た
研修医の碓氷は、脳腫瘍を患う女性・
ユカリと出会う。外の世界に怯えるユ
カリと、過去に苛まれる碓氷。心に傷
を持つふたりは次第に心を通わせてい
く。しかし、実習を終え広島に帰った
碓氷に、ユカリの死の知らせが届き
…。

カラー図鑑日本の火山
高田 亮／監修
ナツメ社
　火山の基本的な知識から、それぞ
れの火山の特徴まで、わかりやすく
解説。過去の火山活動がわかる「日
本活火山年表」付き。日本の活火山
111をすべて掲載。

今回は大山地区で活躍している岐部さん、河津さんを紹介します！

大好き図書館！
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　大山町担当、岐部みかです。今年４月から活動しています。
　33集落を巡り、「水分補給して熱中症に気をつけて」と声を
かけると「みかちゃんもね！」と元気で優しい言葉をいただき
ます。縁側で93歳のおじいちゃん達と一緒に、閉校記念アルバ
ムを虫眼鏡で見ながら遠い少年時代について語り合ったり、老

人クラブや小学校で読み聞かせをしたり
と、穏やかな時間を過ごしています。ま
た、先の水害の教訓として非常持出し袋の
準備や、味噌汁の塩分濃度を測定しては
“塩分控えめ”の呼びかけも…。今日も“あ
いうべ体操”で免疫力をアップしましょ
う！

　大山町担当、河津由美です。昨年４月から活動
しており、去年は主にお宅訪問をさせていただ
き、空き家調査なども行っていました。町内を回
る中で地域の方からお声かけしていただき、遊休
地に花を植える活動を始めました。また、有償ボ
ランティア「カッスル隊」の事務局を担当してい
ます。「居心地よく住み続
けられる町づくり」に、微
力ですがお役に立てるよう
端楽いていきます。

イベントでの読み聞かせに
～大型絵本・大型紙しばいを活用しよう～
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村上央倫さん

はたら

　大人数を対象とした読み聞かせをするために、著作者の許可を得て拡大制作された
絵本で、「ビッグブック」と呼ばれることもあります。大きさは様々で、迫力のある
大きさのものは、おはなし会などのイベントで子供たちに喜ばれています。

▼大きさ　通常の絵本の２倍以上のものから高さが１メートルを超えるもの
※大型絵本や大型紙しばいは、図書館に登録した団体を対象に貸出を行っています。
　団体登録の条件などは図書館にお問い合わせください。

大型絵本、大型紙しばいとは？

利用してみよう！　―事前に準備や確認を―
　　会場や人数の確認
　大型絵本、大型紙しばいは大人数・大きな会場が適しているため、事前
に会場や人数の確認をしましょう。

※小規模な会場や小人数の場合は、オリジナルの大きさの方が適しています。

　 　絵本用の台を準備
　通常の本と違い大きく重たいため、絵本が動かないように支える台を準
備しましょう。

　 　場所の照明や採光を確認
　光沢紙を使用しているため、反射等により見えにくい場合があります。
読み聞かせを行う場合は、照明等の具合を事前に確認しましょう。

うまれてくれてありがとう
マーク・スペリング／文
アリスン・ブラウン／絵　俵 万智／訳
ＷＡＶＥ出版
　子ねずみがおかあさんねずみにお願
いする。「ちょっとのあいだ、すきっ
ておもって」。でも、ちょっとのあい
だなんて、すぐにすぎてしまう。ちょ
っとのあいだは綿毛がとぶまでにな
り、朝になり、夜ねむるまでになり
…。幸福な時間をすごせる絵本。

ひさ のり

大型絵本・紙しばい

どなたでも館内での閲覧ができます！
　　　実際の大きさを体感してみませんか？

児童コーナー
にあるよ！
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年９月30日現在） 

■人口　
　67,008人
　（前月比-65人）
・男　31,711人
・女　35,297人
■世帯数
　27,374世帯

　チャレンジキッズ
　 ８日㈬　15:30～
　★わくわく制作
　季節の飾りを作ろう
　 ９日㈭　10:30～
　お弁当の日
　10日㈮　12:00～13:00　
　玉ねぎ苗植え
　15日㈬　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　11月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●お話し会
　　15日㈬　15:30～
　　16日㈭　10:30～
●作って遊ぼう
　23日㈷　10:30～11:30
●クリスマスツリーを飾ろう
　25日㈯　10:30～11:30
　

　　
９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

●作って遊ぼう
　　11日㈯　10:30～
　　15日㈬　10:30～　　
　レクレーション
　魚釣りで遊ぼう
　25日㈯　10:30～
　すくすく相談（栄養相談）
　30日㈭　10:00～
※母子手帳を持参してください。　

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　14日㈫　10:00～12:00
●ランチｄａｙ
　16日㈭　10:00～
●せいまお兄さんと遊ぼう
　21日㈫　10:00～11:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★世代間交流～千年あかり散歩～
　10日㈮　10:00～
★子育て講演会
　18日㈯　10:00～11:00
　講師：佐藤敬子 先生
●人形劇「チャバ」
　22日㈬　10:00～10:50
※子育て講演会、人形劇の詳細
　はポスターをご覧ください。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●ベビーマッサージ
　９日㈭・22日㈬　
　11:00～12:00
★ママヨガ
　14日㈫・28日㈫
　11:00～12:00　
●身体計測
　30日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★ママヨガ
　14日㈫　11:15～12:00
★親子クッキング
　ひまわり会とへこやき作り
　17日㈮　10:00～12:30
●ファーストパパママくらぶ
　21日㈫　13:30～15:30
★アロマ教室
　28日㈫　13:30～15:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳乳

小

乳

乳

９:30～12:30、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ

　１月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。12月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

そうた
中川湊太ちゃん
（２歳・財津町）

ひ  な
赤垣陽奈ちゃん
（２歳・玉川町）

あさの
曽根麻乃ちゃん
（２歳・天神町）

こうだい
中村航大ちゃん
  （１歳・天神町）

野村美尊ちゃん
（１歳・若宮町）

みことみ こ
梶原美胡ちゃん
（１歳・南友田町）

かいと
三俣海斗ちゃん
（１歳・刃連町）

川村咲來ちゃん
（２歳・南友田町）

さ ら
長尾朱莉ちゃん
（２歳・田島町）

あかり

松本明莉ちゃん
（１歳・日ノ隈町）

あかり

宮崎心咲ちゃん
（１歳・内河町）

ここは

小

乳

乳

小

小

あさひ
藤井旭飛ちゃん
（１歳・城内新町）

あおい
上山 碧ちゃん
（１歳・南元町）

さ ほゆうり
髙瀬悠有ちゃん・爽帆ちゃん
（１歳・琴平町）

ゆいと
梅野結士ちゃん
（１歳・城内新町）

　　　

末武佳耶乃ちゃん
（３歳・緑町1丁目）

か や の

みずほ たかまさ りゅうせい
宮𠩤琉晟ちゃん
（２歳・北友田1丁目）

髙松大雅ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

たいが
佐藤瑞歩ちゃん
（１歳・田島１丁目）

坂本貴優ちゃん
（２歳・丸山２丁目）
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問こども未来室家庭支援係☎㉒８２９２（市役所１階）

児童虐待かもと思ったら

　　　　すぐにお電話ください

●大分県中津児童相談所☎０９７９-２２-２０２５
●こども未来室家庭支援係☎㉒８２９２
●大分県日田警察署☎㉓２１３１
●大分県西部保健所☎㉓３１３３
●大分地方法務局日田支局☎㉒２７１９

下記でも相談を受け付けています

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
※通話料がかかります。

11月は
児童虐待防止
推進月間です　
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
　あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます1166
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